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二人で 丁度 一番 高い 岩山の 1 顧まで 登った。 老人 は 

数 分 間 は 余り 草臥れて 物 を 云 ふこと が 出来なかった。 

とう/ \ かう 云 ひ 出した。 

「まだ 余り 古い 事で は ございません。 わたくし は 不断 

悴 共の 中の 一番 若い 奴 を 連れて、 この 道 を 通って、 平 

いは はた 

気で この 岩 端まで 出た ものです。 だから あなたの 御 案 

内 をして まゐ つたって、 こんなに 草臥れる 害で はない 

お ほよ そ 

のです。 それが 大約 三年 前に 妙な 目に 逢った ので ござ 

いますよ。 多分 どんな 人間で も わたくしより 前 にあん 

な 目に 逢った もの は ございますまい。 よしや そんな 人 

があった としても、 それが 生き残って ゐ はしません か 



の で) J ざ い ます。 この 小さい 岩 端から 下の 方 を 見下ろ 

め まひ 

します と、 わたくし は 眩暈が しさう になる ので ござい 

ます。 はたから 御覧に なって は、 それほど 神経 を 悪く 

して ゐる やうに は 見えますまい が。」 

その 小さい 岩 端と いった 所に、 その 男 は 別に 心配ら 

しい 様子 もな く、 ずっと 端の 所へ 寄って 横にな つて 休 

んでゐ る。 体の 重い 方の 半分が 重点 を 岩 端 を 外れて 外 

に 落して ゐる。 つる/ \ 滑 りさうな 岩の 縁に 両肘 を 突 

いて ゐ るので、 その 男の 体 は 落ちないで ゐ るので ある _ 

その 小さい 岩 端と いふの は、 嶮 しい、 鈴 直に 立って 

ざくろせ き 

ゐる 岩で ある。 その 岩 は 黒く 光る 柘榴 石で ある。 それ 



うなら、 そこの 草に しっかりつ かまって 伸び上がって 

御覧なさい まし。 それで 宜しう ございます。 この 直き 

下の 所に は、 帯の やうな 靄が 掛かって ゐ ますが、 その 

靄の 向う を 御覧に なると 海が 広く 見えて ゐ るので ござ 

レま T9 」 

おそる/^ 

僕 は 恐々 頭 を 上げて 見た。 広々 とした 大洋が 向う 

の 下の 方に 見える。 その 水 は インクの やうに 黒い 色 を 

して ゐる。 僕 は 直ぐに ヌビアの 地学 者の 書いた ものに 

ある マレ. テネブ ラル ムを思 ひ 出した。 「闇の 海」 を 思 

ひ 出した。 人間が 想像 を どんなに 逞 くしても これより 

恐ろしい、 これより 慰藉の ない パノラマ を 想像す る こ 



と は、 出来ない。 右 を 見ても 左 を 見ても、 目の 力の 届 

く 限り 恐ろしい 陰気な、 上から 下へ 被 さる やうな 岩の 

列が 立って ゐる。 丁度 人間 世界の 境の 石で、 V も ある や 

うに、 境の 塁壁で、 V も ある やうに、 その 岩の 列が 立つ 

てゐ る。 その 岩 組の 陰気な 性質が、 激しく 打ち寄せる 

波で、 一 層 気味 悪く 見える。 その 波 は 昔から 永遠に 吠 

えて、 どなって、 白い、 怪物め いた 波頭 を 立た せて ゐ 

るので ある。 

丁度 僕と その 男との 坐って ゐる岩 端に 向き合って、 

五哩 か六哩 位の 沖に、 小さい 黒ずんだ 島が ある。 打 

ち 寄せる 波頭の 泡が 八方から それ を 取 巻いて ゐる。 そ 



起伏が 見えない ので ある。 そこに もこ、 にも、 どっち 

とも 向き を 定めずに、 水が 短く、 念に、 怒った やうに 

迸り 上がって ゐる ばかりで ある。 中には まるで 風に 

さ か ら 

悖って 動いて ゐる所 も ある。 泡 は 余り 立たない。 只 

岩の ある 近所 だけに 白い 波頭が 見えて ゐる。 

その 男が かう 云った。 

「あの 遠い 分の 島 を この 国の もの は ウルダと 申します _ 

近い 分の 島 を モス コェと 申します。 それから 一 哩程先 

に 北に 寄って ゐる アン バ アレン 群島が あります。 こち 

らの 側に あるの が イス レエ ゼン、 ホト ホルム、 ケィル 

ド ヘルム、 ス アル ヱン、 ブック ホルムで ございます。 



は 口 フォッ デンと モス コ ェ との 間の 潮流 非常なる 速度 

を 有す。 又 落潮の 時 は その 響 強烈に して、 最も 恐る ベ 

き、 最も 大 なる 瀑布の 声と いへ ども、 これに 及ばざる 

ならん。 その 響 は 数 里の 外に 聞 ゆ。 禍卷は 広く、 水底 

は 深く して、 若し 船舶 その内に 入る とき は、 必然の 勢 

ひ を 以て 禍 巻の 中心に 陥リ、 巌 石に 触れて 砕け 滅 ぶる 

ならん。 而 して 水勢 衰 ふる 後に 至りて、 その 船舶の 砕 

片は 始めて 海面に 投げ出 ださる、 ならん。 斯 くの 如き 

海面の ffl ぎ は、 潮の 漲 落の 間に、 天候 平穏なる 日に 於 

いて これ を 見る。 その 時間 大約 十五 分 間ば かりなる ベ 

し。 この 時間 を 経過して 後、 初めの 如き 水の 激動 再び 



して 禍 巻の 直き 近所で、 水の 深さなん ぞを 測った もの 

と考 へて、 あんな 事 を 書いた の だか 分からない。 三十 

五 ノットから 四十 ノットまでの 間と いふの も、 ロフォ 

ッデン の 岸に 近い 所 か、 又は、 モス コェの 岸に 近い 処 

か、 どちら かの 海峡の 一 部分の 深さに 過ぎない の だら 

う。 マルス トロ ォムの 中心の 深さ は、 こんな 尺度よ リ 

は 余程 深くなくて はならない。 かう いふのに 別に 証拠 

はいらない 害で ある。 ヘル セッ ゲンの 山の 巔 から 渦巻 

じ やう ご 

の 漏斗の 底 を、 横に 見下ろした、 V けで それ 丈の 事 は 知 

れ るので ある。 

僕 はへ ルセ ッ ゲンの 山の 巔 から、 この 吠えて ゐるフ 



この 現象 を 説明し ようと 試みた 人 は 色々 ある。 僕 は 

嘗て その 二三 を 読んで 見て、 成程 さう も あらう かと 思 

つた ことがある。 併し 実際 を 見た とき は、 そんな 説明 

が、 どうも 役に立たない やうに 思った。 或る人 はこん 

な 風に 説明して ゐる。 この マルス トロ ォム の禍卷 も、 

又 フェル ロェ 群島の 間にある、 これより 小さい 三つの 

渦巻 も、 次の やうな 原因で 出来る の だとい ふので ある。 

「此の 如き 旋渦を 生ずる 所以 は 他なら ず。 稜 立ちた る 

巌 壁の 間に 押し込まれ たる 水 は、 潮の 漲 落に 際して 屈 

折せられ、 瀑布の 如き 勢 ひ をな して 急 下す。 その 波濤 

の 相 触る > 'によりて、 この 渦巻 は 生ずるな り。 潮 は 上 



「禍 巻の 実況 は これで 十分 御覧に な つたの で) J ざ い ま 

せう。 どうぞ この 岩に 付いて 廻って 来て 下さい まし。 

少し 風の あたらない 所が ございます。 そこなら、 水の 

音 も 余程 弱くな つて 聞え て 来ます。 そこで わたくしが 

自分の 経歴 談を お聞かせ 申したい ので ございます。 そ 

れを お聴きに なったなら、 この モス コ エス トロ ォムの 

こと を、 わたくしが 多少 心得 て ゐる害 だ とい ふわけ が、 

あなたに もお 分かりになる で ございませう。」 

僕 は その 男の 連れて行く 所へ 付いて行って、 蹲んだ。 

その 男が こんな 風に 話し 出した。 

ま へ かた 

「わたくしと 二人の き やう だいと で、 前方 大約 七十 噸 



ばかりの 二 本 檣 の 船 を 持って ゐ ました。 その 船に 乗 

つて、 わたくし 共 は モス コェを 越して、 向う の ウルダ 

附近の 島と 島との 間で、 漁 猫 を 致して ゐ ました。 一 体 

波の 激しく 岩に 打ち付ける 所では 漁の 多い ことがある 

もので、 只 そんな 所へ 漕ぎ出す 勇気 さへ あれば、 人の 

収め 得な い 利益 を も 収め 得る ， J とが 出来る もので，) J ざ 

います。 兎に角 ロフォ ッデン 沿岸の 漁民 は 沢山 ありま 

すが、 只今 申した 島々 の 間で、 極まって 漁 をす る もの 

は、 わたくし 共 三 人き やう だ いの 外に は ございません 

でした。 普通の 漁場 は、 わたくし 共の 行く 所より ずつ 

と 南に 寄 つ た 沖合な の で，) y ざ い ます。 そ こまで 行けば、 



いつでも 危険 を 冒さずに、 漁 をす る ことが 出来る ので ■ 

誰でも まづ その 方へ 出掛ける ので ございます。 併し わ 

たくし 共の 行く 岩の 間で 取れる 魚 は、 種類が 沖合より 

余程 多くて、 魚の 数 もや はり 多い ので ございます。 ど 

うか 致す と、 沖に 行く 臆病な 人が 一週間 も 掛かって 取 

る だけの 魚 を、 わたくし 共 は 一日に 取って 帰りました- 

やまぎ しごと 

つまり わたくし 共 は 山気の ある 為 事 をして ゐ たので ご 

ざいます ね。 胆力 を 資本に して、 性 命 を 賭して やって 

ゐ たとい ふわけ でございますね。」 

「大抵 わたくし 共 は、 こ、 から 五哩 ほど 上の 入海の や 

うな 所に 船 を 留めて ゐ まして、 天気の 好い ときに、 潮 



ざいました。 それ はこの 辺で 珍ら しい ffl ぎに 出逢った 

からで ございます。 それ かと 思 ふと、 一度 は大約 一週 

間ば かり、 厭で も 向う に 泊って ゐ なくて はなら なかつ 

たこと も ございます。 そのと き は、 も 少しで 餓死す る 

所で ございました。 それ は 向う へ 着く や 否や 暴風に な 

りまして、 なんと 思っても 海峡 を 渡って こちらへ 帰る 

ことが 出来なかった ので ございます。 その 帰った とき 

も、 随分 危なう ございました。 禍 巻の 影響が ひどい の 

で、 錨 を 卸して 置く わけに 行か なくなりまして、 も少 

しで どんなに 骨 を 折っても 沖の 方へ 押し流されて しま 

ひさう で ございました。 為合せ な 事に は、 丁度 モス コ 



ェ スト 口 ォムの 潮流と 反対した 潮流に 這 入りました。 

しょ/、 

さう いふ 潮流 は 暴風のと きに、 所々 に 出来ます が、 今 

日 あるかと 思へば 明日なくなる とい ふ、 頼みに ならな 

い 潮流な ので ございます。 それに 乗って、 わたくし 共 

は 幸に フ リイ メン のうちの、 風の あたらない 海岸へ、 

船 を 寄せる ことが 出来た ので ございます。」 

「こんな 風に お 話 を 申しましても、 わたくし 共の 出逢 

つた 難儀の 二十 分の 一 を もお 話しす る わけに は 参り ま 

せん。 わたくし 共の 漁場の 群島の 間で は、 天気の 好い 

時で も、 安心して は ゐられ なかった ので ございます。 

併し 或ると き は、 風の 止んで ゐる 時間の 計算 を、 一 分 



ばかり 誤った 為め に、 動悸が 吭の 下まで したやうな こ 

とがありまして も、 兎に角 わたくし 共 は モス コェ スト 

ロォム の禍卷 にだけ は 巻かれずに 済んで ゐ たので ござ 

います。 どうか 致す と、 船 を 出す 前に 思った より 風が 

足りなくて、 船が 潮流に 反抗す る ことが 出来に く、 な 

つ て、 船 脚が 次第に 遅くな つて 来る やうな とき も ござ 

いました。 わたくし 共の 一 番の兄 は 十八になる 悴を持 

つて をり ます。 わたくし も 丈夫な 息子 を 二人 持って を 

ります。 そこで そんな 風に 船 脚が 遅くな つたと き は、 

あれ を 連れて来て ゐ たら、 一 しょに 漕がせて、 船 脚 を 

早める こと も 出来た の だら うにと 思 ひ 思 ひ 致しました _ 



錨 を 上げて 帰らう と 致しました。 わたくし 共の 計算で 

は、 海峡の 一 番 悪い 所 を 八 時に 通る 害で ございました。 

八 時が 一 番 海の 静 なと き だと 予測して ゐ たので ござい 

ます。」 

「丁度 好い 風 を 受けて 船 を 出してから、 暫くの 間 は 都 

合 好く 漕いで 参る ことが 出来ました。 危険な 事が あら 

うなん ぞと は、 夢にも 思はなかった ので ございます。 

そんな 事の ありさうな 徴候 は 一 つもなかった ので ござ 

レま T9 」 

「突然、 妙な 風が、 ヘル セッ ゲンの 上 を 越して、 吹き 

卸して 参りました。 そんな 風が 吹く とい ふこと は、 そ 



風が、 ぱ つたり 無くなって しま ひました。 まるでち り 

っぱー つ 動かない やうな ffl ぎに なって しま ひました。 

わたくし 共 はなん とい ふ 思案 も 付かずに、 船 を 漕いで 

をり ました。 この 時間 は 短い ので、 思案 を 定める だけ 

の 余裕はなかった ので ございます。 一分と は 立たない 

内に、 ひどい 暴風に なりました。 二分と は 立たない 内 

に、 空 は 一面に 雲に 覆 はれて しま ひました。 その 雲と 

波頭の しぶきと で、 船の 中 は 真暗に なって、 き やう だ 

い 三人が 顔 を 見 交す こと も 出来ない やうに なった ので 

ございます。」 

「暴風なん ぞと いふ もの を、 詞で 形容し ようとい ふこ 



うにな りました ので、 わたくし は 手 を 放さずに 膝を衝 

いて 起き上がって 見ました。 それで やっと 頭 だけが 水 

の 外に 出ました。 丁度 そのと き 船が ごつ くりと 海面に 

押し出される やうに 浮きました。 譬 へて 見れば、 水に 

漬けら れた狗 が 頭 を 水 か ら 出す やうな 工合で > 」 ざ いま 

した。 わたくし は 気の 遠くな つたの を 出来るだけ 取り 

直して、 どうしたが 好い とい ふ 思案 を 極めようと 思 ひ 

ました。 そのと きわたく しの 臂を 握った ものが ありま 

す。 それ は 兄き で ございました。 わたくし は、 もうと 

つくの 昔 兄き は 船から 跳ね出され たもの だと 思って ゐ 

ましたから、 この 刹那に ひどく 嬉しく 思 ひました。 併 



巻の 方へ 向いて ゐ るの だとい ふこと でございます。」 

「先刻 も わたくし は 申し ましたが、 モス コェの 海峡 を 

越す ときには、 わたくし 共 はいつ でも 渦巻より ずっと 

たと ひ 

上の 方 を 通る やうに 致して をり ました。 仮令 どんな 海 

の穏 かなと きで も、 渦巻に 近寄らな いやう にと いふ 用 

心 だけ は、 少しも 怠った こと は ございません。 それに 

今 は 恐ろしい 暴風に 吹かれて、 舟が 渦巻の 方へ 押し流 

されて ゐ るので ございます。 そ の 刹那に わたくし は 思 

ひました。 兎に角 時間が 一番 渦巻の 静な 時に あたって 

ゐ るの だから、 多少 希望がない でもない と 思 ひました _ 

併し さう 思って しま ふと、 その 考の馬 曲 比 気て ゐる こと 



まはリ 

えて ゐる 限りの 空の 周囲が、 どの 方角 もぐる リと 墨の 

やうに 真黒に なって ゐ まして、 丁度 わたくし 共の 頭の 

上の 所に、 まんまるに 穴が あいて ゐ ます。 その 穴の 所 

は、 これまでつ ひぞ 見た ことのない、 明るい、 光沢の 

ある 藍色に なって ゐ まして、 その 又 真中の 所に、 満月 

が 明るく 照って ゐ るので ございます。 その 月の 光で、 

わたくし 共の 身の 周囲 は 何もかも はっきりと 見えて ゐ 

ます。 併し その 月の 見せて くれる 光景が、 まあ、 どん 

な ものだった と 思 召します。」 

「わたくし は 一 二度 兄き にもの を 申さう と 存じました- 

併し どうい ふわけ か、 物音が 非常に 強くな つて ゐ まし 



て、 一 しょう 懸命 兄き の 耳に 口 を 寄せて どなって 見て 

ひとこと 

も、 一 言 も 向う へ は 聞え な いので) J ざ い ます。 忽然 兄 

き は 頭を掉 つて、 死人の やうな 顔色に なりました。 そ 

ひとさしゆび た 

して 右の 手の 示 指を竪 て、 わたくしに 見せる のです。 

それが 『気を付けろ』 とい ふの だら うと わたくしに は 

思 はれた ので ございます。」 

「初めに はどう 思って 兄き がさう した か 分からな か つ 

たので ございます。 そのうち なんとも 云 はれない、 恐 

ろしい 考が 浮んで 参りました。 わたくし は 隠しから 時 

計 を 出して 見ました。 止まって ゐ ます。 月明りに 透か 

して その 針の 止まって ゐる所 を 見て、 わたくし は 涙 を 



ばらく と飜 して、 その 時計 を 海に 投げ込ん でし まひ 

ました。 時計 は 七 時に 止まって ゐ ました。 わたくし 共 

は 海の 静な時 を 無駄に 過して しまって、 渦巻 は 今 真 盛 

りに なつ てゐる 時な の で，、 ^ y ざ い ます。 」 

「一体 船と いふ もの は、 細工が 好く 出来て ゐて、 道具 

が 揃って ゐて、 積 荷が 重過ぎる やうな ことがなくて 順 

風で 走る とき は、 それに 乗って ゐ ると 波が 船の 下 を 後 

へ 潜り 抜け て 行く やうに、 思 はれる もので ございます。 

海に 馴れない 人が 見る と、 よく それ を 不思議が る もの 

でございます。 船頭 はさう いふ 風に 船の 行く とき、 そ 

れを 波に 『乗る』 と 申します。 これまで はわた くし 共 



うしろ 

は その 波に 乗って 参りました。 所が、 忽ち 背後から 恐 

ろしい 大きな 波が 来ました。 船 を 持ち上げました。 次 

第に 高く/ \ 持ち上げて、 天まで も 持って行かれ るか 

と 思 ふやう で ございました。 波と いふ ものが、 こんな 

に 高く 立 つ ことがある とい ふこと は、 わたくし 共 も、 

そのと きまで 知らなかった ので ございます。 さて 登り 

詰めた かと 思 ふと、 急に 船が 滑る やうな 沈んで 行く や 

うな 運動 を 為 始めました。 丁度 夢で 高い 山から 落ちる 

め まひ 

時の やうに、 わたくし は 眩暈が 致して 胸が 悪くな つて 

来ました。 併し 波の 絶頂から 下り 掛かった 時に、 わた 

くし は その 辺の 康子を 一 目に 見渡す ことが 出来ました。 



それが 分かって ゐ たもので ございま すから、 余り 気味 

の 悪さに、 わたくし は 目 を 瞑りました。 目 を 瞑った と 

まぶた 

いふより は、 眶が ひとりでに 痙攣 を 起して 閉ぢ たと 

い つた 方が 好い ので ございます。」 

「それから 二分 間 も 立った かと 思 ひます と、 波が 軽く 

なって 船の 周囲が しぶきで 包まれて しま ひました。 そ 

と リかぢ いなづま 

のとき 船が 急に 取柁の 方へ 半分 ほど 廻って、 電 の や 

うに 早く、 今までと 変った 方角へ 走り出しました。 そ 

のとき 今までの どう 八 \ と 鳴って ゐた 水の 音 を 打ち消 

す ほど 強く、 しゅっし ゆつ とい ふやうな 音が 致し まし 

た。 譬て 見れば、 蒸気の 螺旋 口 を 千ば かり も 一度に 開 



ので ございます。 その 別な 海の 世界 は、 取柁の 所と 水 

平 線との 中間に 立って ゐる、 恐ろしい、 きざ/^ の あ 

る 壁の やうに 見える ので ございます。」 

「こんな 事 を 申す と、 可笑しい やうで ございま すが、 

あぎと 

わたくし 共 はもう 禍 巻の 腭 に 這 入り 掛かって ゐ ます 

ので、 今まで 渦巻の 方へ 向いて、 船の 走って ゐた とき 

より は、 腹が 据わって、 落 付いて 来たので ございます。 

もう 助からな いと 諦めて しま ひました ので、 今まで ど 

うならう かどうなら うかと 思った 恐怖の 念が なくな つ 

たので ございま すね。 どうも 絶望の 極度に 達します と、 

神経と いふ ものに も、 もうこれ より 強く 刺戟 せられる 



「それに わたくしが 気 を 落ち着けた 原因が、 今一 つ あ 

るので ござ います。 これ 迄うる さかった 風と いふ もの 

が、 今にな つて はちつ とも 船に 当らない ので ございま 

す。 風 はこ、 まで は 参りません。 なぜと いふに あなた 

も 先刻 御覧に なった やうに、 禍 巻の 縁の 波頭の 帯 は、 

あたり まへの 海面より は 余程 低い ので ございます。 あ 

-っ しろ 

たり まへの 海 は 高い、 真黒な 山の背の 様に、 背後に 立 

つて ゐ るので ございます。 あなた 方の やうに、 海で ひ 

どい 暴風なん ぞに 逢った ことのな いお 方 は、 風が あた 

つて 波の しぶき を 被せられ るので、 どの位 気が狂 ふ も 

の だとい ふこと を、 御存じな いだら うと 存じます。 波 



「わたくしが、 漸 つと 樽に つかまつ たと 思 ひます と、 

船 は 突然 真逆様に 渦巻の 底の 方へ 引き入れられて 行く 

やうに 思 はれました。 わたくし は 短い 祈 禱の詞 を唱へ 

まして、 いよく これが おしま ひだな と 思 ひました。」 

「船が 沈んで 行く とき、 わたくし は ひど く 気分が 悪く 

なりました ので、 無意識に 今までより 強く 樽に しがみ 

付いて、 目 を 瞑って ゐ ました。 数秒 間の 間 は、 今 死ぬ 

るか 今 死ぬ るかと 待って ゐて、 目 を 開かずに ゐ ました- 

所が、 どうしても 体が 水に 漬かって 窒息す る やうな 様 

子が 見えて 来ません ので ございます。 幾 秒 も 幾 秒 も 立 

ちます。 わたくし は 依然として 生きて ゐ るので ござい 



す。 若し この 漏斗の 壁が 目の 廻る ほどの 速度で、 動い 

てゐ なかったら、 この 漏斗の 壁 は、 磨き 立った 黒檀の 

板で 張って あるかと も 思 はれさうな 位 平らな もので ご 

ざいます。 その 平らな 壁面が 気味の 悪い、 目 映い 光 を 

反射して をり ます。 それ はさつ きお 話し 申した 空の ま 

ん まるい 雲の 穴から、 満月の 光が、 黄金 を 篩 ふやう に 

さして 来て、 真黒な 壁 を、 上から 下へ、 一番 下の 底の 

所まで 照して ゐ るからで ございます。」 

「初めは わたくし は 気が 変にな つて ゐて、 委しく 周囲 

の 様子 を 観察す る y J とが 出来な か つたので，、 y /ざ い ます。 

初めは 只 気味の 悪い 偉大な 全体の 印象が 意識に 登った 



丈であった ので ございます。 其 内に 少し 気が 落ち着い 

て 来ました ので、 わたくし は 見る ともなし に禍 巻の 底 

の 方を視 いて 見ました。 丁度 船が 漏斗の 壁に 引っ掛か 

つて ゐる 工合が、 底の 方を視 いて 見る に、 なんの 障礙， - 

もない やうな 向に な つて ゐ たの で) J ざ い ます。 船 は 竜 

骨の 向に 平らに 走って ゐ ます。 と 申します の は、 船の 

デック と 水面と は幷 行して ゐ るので ございます。 併し 

水面 は 下へ 向いて 四十 五 度 以上の 斜な 角度 を 作って ゐ 

ます。 そこで 船 は 殆ど 鋭 直な 位置に 保 たれて 走って ゐ 

るので ございます。 その 癖 そんな 工合に 走って ゐる船 

の 中で、 わたくしが 手と 足と で 釣合 を 取って ゐ ますの 



横に 輪 を かいて ゐ ます。 それ も 平等な 運動ではなくて、 

目 まぐろし い 衝突 をしながら 横に 走る ので ございます。 

或ると き は 百 尺ば かり も 進みます。 又 或ると き は禍卷 

の 全体 を 一 週し ます。 そんな 風に、 ゆる/ \ と では ご 

ざいます が、 次第々 々 に 底の 方 へ 近寄 つ て 行く こと だ 

け は、 はっきり 知れて ゐ るので ございます。」 

「わたくし はこの 流れて ゐる 黒檀の 壁の 広い 沙漠の 上 

で、 周囲 を 見廻しました とき、 この 渦巻に 吸 ひ 寄せら 

れて 動いて ゐる ものが、 わたくし 共の 船ば かりで ない 

かみ しも 

のに 気が付きました。 船より 上の 方に も 下の 方に も 壊 

れた 船の 板片 やら、 山から 切り出した 林木 やら、 生木 



も 多分 気が 狂って ゐ たからで ございませう。 ふい と 気 

が 付いて 見れば、 わたくし は 心の中で こんな 事 を 思つ 

てゐ たので ございま すね。 『きっと あの 樅の 木が、 こ 

の 次ぎに、 あの 恐ろしい 底に 巻き込まれて 見えな くな 

つてし まふの だな』 なん ぞと 思って ゐ たので ございま 

すね。 それが 間違が つて、 樅の 木より 先に、 和 蘭の 商 

船の 壊れた のが 沈んで しまったり 何 かする ので ござい 

ます 」 

「そんな 風な 工合に、 色々 予測 をして 見て、 それが 狂 

ふので、 わたくし はとうく 或る 事実 を 発見し ました- 

つまり 予測の 誤り を 修正して 行って、 その 事実に 到達 



したので ございま すね。 その 事実が 分かる と、 わたく 

しの 手足が ぶる，^ と 顫えて、 心の 臓が もう 一 遍 劇し 

く 波立った ので ございます。」 

「この 感動 は 今までよ リ 恐ろしい 事 を 発見した からで 

は ございません。 さう ではなく つて、 意外に も 又 一縷 

の 希望が 萌して 来たからで ございます。 その 希望 は、 

わたくしの 古くから 持って ゐた 記憶と、 今 目の前に 見 

てゐる 事と を 思 ひ 合せた 結果で、 出て 来たので ござい 

ます。 その 記憶と いふの は、 口 フォッ デンの 岸に は、 

一旦 モス コ エス トロ ォムの 渦巻に 巻き込まれて、 又 浮 

い て 来た 色々 な 品物が 流れ 寄る ことがあった ので，、 ^ J ざ 



忘れて しま ひました。」 

「そこで わたくし がさう いふ 観察 をし まして、 その 観 

察の 正しい こと を 自覚して、 それ を 利用し ようと 致し 

ますまでに は、 今一 つの 経験の 助け を 得た ので ござい 

ます。 それ は 漏斗の 中 を 廻って 行く とき、 船が 桶 や 檣 

ほ か け ざ を 

ゃ帆掛 棹の 傍 を 通り抜けた ことが ございました。 そん 

な 品物が、 あとから 見れば、 初め わたくしの 船が その 

傍 を 通った 時と、 余り 変らない 位置 を 保って ゐる とい 

ふ - J とに 気が付い たので，、， J ざ います。 」 

「そこで 現在の 場合に 処す るに はどうし たが 好い かと 

いふ こと を考 へる の は、 頗る 容易で ございました。 わ 



たくし は 今まで 嚙り 付いて ゐた水 樽の 繩を 解いて、 樽 

を 船から 放して、 わたくしの 体 を その 繩で水 樽に 縛り 

付けて、 自分が 樽と 一 しょに 海へ 飛び込んで しま はう 

と 決心した の で) /ざ い ます。 そこで その 心 持 を 兄き に 

知らせて やらう と 思 ひまして、 近所に 浮いて ゐる 桶な 

んぞに 指 ざし をして 精 一 ぱい 兄き の 注意 を惹き 起さう 

と 致しました。 もう 大抵 分かった ii だと 思 ひます のに、 

兄き はどうし たの だか 首 を 振って、 わたくしに 同意し 

ない 様子で、 やはり 一しょう 懸命に 檣の 根の 鐶に嚙 り 

付いて ゐ ます。 カづ くで 兄き に その 鐶を 放させようと 

いふ こ と は 所詮 不可能で ござ い ます。 そ の 上 最早 少し 



まひます。 禍卷の 底が ゆる/ \ 高まって 参ります。 空 

は 晴れて 参ります。 風 は ffl いで 参ります。 満月 は 輝き 

ながら 西に 沈んで 参ります。 わたくし は ロフォ ッデン 

の 岸の 見える 所で、 モス コ エス トロ ォ ムの禍 巻の 消え 

去った 跡の 処 より 大分 上手の 方で、 大洋の 水面に 浮き 

上がって まゐリ ました。 もうこの 海峡の 潮の 鎮まる と 

きになつ たので ございます。 併し 海面 は、 暴風の 名残 

で、 まだ 小 家 位の 浪が 立って ゐ るので ございます。 わ 

たくし は 海峡の 中の 溝の やうな 潮流に 巻き込まれて、 

数 分 間の 後に、 岸辺に 打ち寄せられました。 漁師 仲間 

がいつ も 船 を 寄せる 所な ので ございます。」 



人達に この 経験談 を 致して 聞かせました。 併し 誰も 信 

じて くれる もの は ございません でした。 その 経験談 を 

只今 あなたに も 致した ので ございます。 多分 あなた は 

口 フォッ デンの 疑 深い 漁師と は 違って、 幾分 かわた く 

しの 詞を 1S15 じて 下さる だら うと 存じます。」 



底本 ： 「鷗外 選集 第： £- 巻」 岩波 書店 

1980 (昭和お) 年 ー 月 S 日 第 ー 刷 発行 

初出 ： 「文藝 倶楽部 一六 ノー 一」 

1910 (明治^) 年 8 月 ー 日 

入力 " ^SMC^^ 

校正 ： 土屋隆 

2 009 年 ー 月 M 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



